
海風
日記

収
蔵
品
の
中
に
、
1
9
2
8
年
と
記
さ
れ
た

未
開
封
の
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル
が
あ
り
ま

す
。
N
Y
K
専
用
に
瓶
詰
め
さ
れ
、
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ

ル
上
部
に
は“E

xpressly bottled for the 

N
ippon Yusen Kaisha"

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

銘
柄
は“BLAC

K
&
W
H
ITE"

。
明
治
か
ら
昭
和
初

期
当
時
の
船
内
で
の
酒
類
と
い
え
ば
、
ブ
ラ
ン
デ
ー

や
ワ
イ
ン
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ウ

イ
ス
キ
ー
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

1
点
で
す
。

来
歴
を
調
べ
る
と
、
寄
贈
者
の
母
の
遺
品
に
あ
っ

た
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル
で
、1
9
9
3
年
に
コ
ン
テ
ナ

船“C
alifornia S

aturn"

で
日
本
に
運
ば
れ
、
当
時

の
博
物
館
準
備
室
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
寄
贈
者
の
祖
父
は
シ
ア
ト
ル
、
ア
ラ
ス
カ（
共
に
米

国
）で
水
先
人
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
N
Y
K
の
船
長

と
も
面
識
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
1
9
2
8
年
の

シ
ア
ト
ル
航
路
に
は「
常
磐
丸
」、「
靜
岡
丸
」、「
伊
豫

丸
」、「
横
濱
丸
」（
Ⅱ
世
）、「
富
山
丸
」、「
加
賀
丸
」、「
三
島

丸
」が
就
航
し
て
い
ま
し
た
。

話
は
や
や
そ
れ
ま
す
が
、
今
で
い
う
社
規
則
に
あ

た
る「
社し
ゃ

規き

類る
い

纂さ
ん

」の
中
に
、「
船
内
酒
食
接
待
心
得
に

関
す
る
件
」と
い
う
項
目
が
あ
り
、
船
長
は
乗
船
客
以

外
に
官
公
吏
お
よ
び
水
先
人
な
ど
に
も
船
内
で
酒
類

を
出
し
、も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
前
述

の
船
の
い
ず
れ
か
の
船
長
が
、
荒
天
で
出
航
が
遅
れ

た
か
、
は
た
ま
た
思
い
が
け
な
い
巡
り
合
い
に
触
れ
た

か
の
折
に
、
寄
贈
者
の
祖
父
で
あ
る
水
先
人
を
船
内

に
招
き
、
そ
の
記
念
と
し
て
こ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル

を
贈
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

“ ”記
き

念
ねん

洋
よう　　しゅ

酒

■所在地：神奈川県横浜市中区海岸通３－９
■電話：045－211－1923
■ 開館時間：午前10時～午後５時
（最終入館：午後４時30分）
■ 休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

問い合わせ

日本郵船歴史博物館

さまざまな記憶を包含した貴重な収蔵品が
日本郵船歴史博物館にあります。海風が日記を
めくるように積み重ねた歴史を紹介します

ウイスキーボトル（未開封）　
高さ 29.6cm
底辺の直径 8.0cm

■ 入館料：一般400円、
シニア（65歳以上）・中高生250円、
小学生以下無料
（NYKおよびグループ会社社員と同伴者１人まで、社員証の掲示で入館料無料）
■ウェブサイト：http://www.nyk.com/rekishi


